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上越災害時医療訓練 臨床看護学領域 教授 深 澤 佳 代 子

県 内外の施設や機関が参加 し、平成21年 度上越 災害時医療訓練

が6月27日 に開催されま した。その概要を報告 したいと思います。

新潟県で はここ数年来、三条の水害、中越地震 、中越沖地震な ど立

て続 けに大 きな 自然災害 に見舞われています。上越市 内が被災現場

になるということはあ りませんで したが、災害時の医療救護活動 を

円滑に実施するとい う目的で、昨年4月 に上越保健所 を中心 に上越

市 内医療基幹病院 、上越医師会、上越市、上越消防本 部、新潟県 、

本 学を含む14機 関が参加する上越災害 医療 コーデ ィネー トチー ム

が結成 されま した 。コーデ ィネー トチームの役割の1つ と して平 常

時の災害に備えた研修や訓練の実施が定め られてい ます。6月 に行

われた上 越災害 時医療訓練 はこの コーデ ィネー トチームの企画 によ

るものです。

平成20年 度も上越 沖マグニチ ュー ド8直 下型地震 発生 とい う設

定で大がか りな訓練 を計画 して当 日を迎えたのですが、当日、開始

直後に岩手 ・宮城内陸地震が発生 し急遽中止とな ったという経 緯が

あ りま した。今年は、新型イン フルエ ンザ発症が心配で したが、1

月か ら6回 の実行委員会を開催 し、災害超急性期 医療 ガイ ドライン

の策定、タイムスケジュールや参加施設の動きなど詳細な検討を重

ねなが ら、訓練当 日を迎 えま した。

本学で は、成人 看護学の教員が引率 して約40名 の学生 が地震 で

外傷を負 った重症患者役 を演 じ、4月 に本学 に就任 された渡 邉学長

をは じめと して、事務局職員 など、多 くの教職員が参力口しま した。

また、体育館 をLSCU(LocalStagingCareUnit)と して提供

しま したが 、県 内 外 よ り10チ ー ム を超 えるDMAT(Disaster

MedicalAssistanceTeam)が 集結 して 地域 内の 医療機 関か ら

搬送された広域搬送対象者の一時収容、 トリアー ジ、追加 応急処置、

ヘ リコプターを使用 した地域外搬送な どが本番さなが らに行われま

した。また、大学近辺 の住民 の方々 も見学 に来校され、今更なが ら

に災害訓練への関心の高さを実感 しま した。訓練後の反省会では、

医療機関でない施設にLSCUを 設置 した ことへの意見なども出され

ま したが、災害時の避難所以外 に災害 時に本学 に求め られる役割を

明確にしていく上で良い機会になったと思います。

今年度より施行された看護基礎教育の改正力リキュラムには災害

医療 ・看護が含まれました。朝早くからムラージュ(患者用の化粧)

をして、暑い中、何時間も患者役に徹した学生たちは臨場感あふれ

る訓練の現場にどっぷりと浸かり、災害現場の医療がどのようなも

のか身を持って学ぶという機会に恵まれました。中には、患者役お

よび看護師役として地域外広域搬送用のヘリコプターへの搭乗や、

救急車による搬送を体験した学生もあり、訓練後のアンケートでは

全員がこの訓練を有意義なものとしてとらえていることが伺えまし

た。

今回、2年越しでこのような大々的な訓練が行われた訳ですが、

今回の訓練での経験を踏まえ、今後、災害時の本学の担う役割とし

て、避難所と応急処置を含めた医療提供の場のバランスをどのよう

に維持させていくのか、そのための具体的な対策など、さらなる検

討が必要であると思いました。



継 燈 式

7月2日 、はじめての病院実習である基礎

看護学実習を目前に控えた2年 生が、先輩

からの看護の燈を受け継ぎました。実習病

院の方々からの温かい励ましを受け、これ

からの病院実習への決意を新たにし、看護

への道をまた一歩前進しました。

桜 蓮 祭

第8回 桜蓮祭が11月7日 に開催 されま した。 「地域 を愛 し、

地域の人を愛す」 という願 いを込め、今年度は、 「愛地愛人」

をテーマに趣向を凝らした企画が開催

され、たくさんの方々が御来校され

ていま した。新型 インフルエ ンザ

の影響 も懸念 され ましたが、無事

に終了 しま した。

エアロビサークルの発表の様子

ダンスサー クルの発表の様子

受付の様子

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス

8月5日 、25日 にオープンキ ャンパ スが行われ、参加者 は両 日で293

名 にの ぼりました。看護に関する体験や学生相談には在学生 も応対 しま

した。参加者 からは、 「いろいろな看護 の体験ができて とても楽 しかっ

た」、 「施設がきれ いで充実 している」などの意見があ りま した。

小児看護学 体験演習の様子

教員による個別相談

地域看護学 体験演習の様子



新 教 職 員 の 横 顔

生物・医学領域 教授

境 原 三 津 夫(さ かいはら みつお)

は じめ ま して。9月 よ り生 物 ・医学 領域

の教員 として勤務 して います。日本海側 に

住むの は鳥取県、石川県 についで3回 目と

な ります。出身 は群馬県 ですが、今まで最

も長 く住んだのは北海道 です 。冬 に雪がな

か ったのは群馬県 だけですので 、どち らか

というと冬 に雪が あ った方 がいい と思 っ

ています。上越の雪景色 を今 から楽 しみ に

しています。

さて、私は産婦人科を専門とす る医師で

すが、研究テーマが医事法ということもあ

り、自分では産婦人科を基 盤と した医事法

学者であると思 っています。医事法学 は医

療 に関係する法的問題を扱 う学 問で、医学

地域生活看護学領域・老年看護学 助手

須 藤 陽 子(す どう ようこ)

は じめ まして。ご縁 あ りま して6月 か ら

老年看 護学の 教員 と して赴任 して まい り

ま した。

新潟県上越市は、大学 時代 にいた北海道

の情景と似てお り、初めて訪 れた土地なの

に懐か しさを感 じてお ります。また、海 に

面 していない栃木県出身 ということもあ り、

関川 の下流 に広大 な 日本 海を臨 めた時の

感動 は、計 り知れ ないものが あ りま した。

親 しみ と新鮮さが共存する地で、教員生活

をスター トできたことに嬉 しく思います。

同時に、新たな出会いに恵 まれた ことに感

謝 してお ります。

私 は、今 まで病棟看護 師 として、栃木 ・

埼玉の病院で勤務 してお りま した。診療科

ゼ ミ ナ ー ル 紹 介

基礎 ゼ ミナール1の 紹介

渡辺弘之先生の基礎ゼミナール1で は、

男 子3名 、女子7名 の学生10名 で写真 を

撮 り、そ の写真 に言葉 をつけ ることを行

って います。

テーマ は毎 回違 って 、「夏 っぽいもの」

「私の オススメ」「新生活」など、まあ何 で

もあ りで す。み んなで決 めた テーマを も

とにふだ ん何気 ない 日常風景の 中の写 真

を撮 り、その写 真を発 表 し合 います。 同

じテーマなのに10人 全員 が毎 回違 うもの

を撮 って くるの で、写 真を見 ていて飽 き

る ことがあ りません 。テーマ はみんな 一

緒なの に誰一人 かぶ らない とこがお も し

ろいで す。最初 は こん なに写真 に個性 が

出る とは思わ なか った ので、他 の人の 写

真を見 て新 しい発見 があ った り、興 味を

持つ きっか けにな った りします。発表 の

時 にはいつ も笑 いが絶 えず、 いつも和 気

あい あいとみ んなの作 品の感 想を言 い合

と法学にまたがる学際的領域の学問とい

うことになります。最近は医療事故が訴訟

に発展することが多くなりました。これは

医療職と患者さんの信頼関係が薄れてい

ることを意味しています。隠す・こまかす・

逃げるという不適切な行動をとることに

より、どんなに強固な信頼関係であっても

簡単に崩れてしまいます。臨床の現場では

時々刻々と状況が変化します。医療従事者

はそれぞれの状況に応じ適切な行動をと

らなければなりません。どのような状況に

あっても、自らがなすべきことを論理的に

しかも瞬時に考えて行動することが求め

られます。医師と看護師が考えていること

が一致すると医療行為は円滑に進み、患者

さんにとって最大の利益をもたらします。

も内科 ・外科問わず多岐にわた り、様々な

経験 を積ませていただきま した。その 中で

感 じた ことは、「患者さんの全 てを理解す

ることは出来ないが、理解 しようとする気

持ち を持ちつづける根気が大切 である」と

いうことです。

特 に高齢者の方 に関 しては、入院による

環境の変化 に伴い、不穏状態に陥 った り一

見理解 し難 い言動も見 られた りします。で

も、現状か ら目を背けず、向か い合 うこと

で言動一つ一つに意味があることに気付き、

患者さんの思いの理解へと結びつ くのです。

関わ りにより、患者さんか らは不安な表情

が消え、笑顔 が少 しずつ表出されていくこ

とが、私 自身の励み とな っていたように思

います。

私は、教員 や看護師 としてもまだまだ未

い、とても楽 しく自由なゼミで

す。みんなそれぞれ個性 的な写

真を撮 って くるの で、どんな作

品ができるの かいつも楽 しみに

しています。技術 的なものを問

われるわ けで はあ りませんが、

回を重ねる ことにみな上手にな

っている気 が します。

ゼミ仲 間も個性 があ り、どん

な小さな記事 でもとても魅力的

で感受性 が豊 かにな りま した。

カメ ラを通 して、今 まで触れな

か った ことや新 しいことに挑戦

する機会 が増 えて、写真を撮る

楽 しさ を教 わ りま した。 自分が

今 まで知 らなか ったこと、考え

た こともなかったこと、見た こ

ともな かったことを発見でき、

自分の世界 が広が ってい くのを

緊急時であれば患者さんの生命を左右す

ることになります。医師と考え方を共有で

きるような医学知識とその応用力を身に

つけられるような医学教育を目指してい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

熟で、教員の方々や学生 の皆 さんか ら気付

かされることが多々あります。これからも、

こ指導をいただきなが ら、学生の皆さんと

一緒 にな って看護 を学ん でい きたい と思

います。どうぞ宜 しくお願い致 します。

感 じる ことができ ま した。 このゼ ミでの

経験 を生 か し、何事 にも チャ レンジ して

いく精神を持ってこれからの大学生活を

送っていきたいと思います。



実 習

地域看 護学実習 での学 び4年 本 間 綾 子

ただ漠然と保健師を目指しているわけ

ではないのですが、看護職の中でも保健

師というと業務内容やケア対象者が多岐

に渡るため、実際に地域看護学実習に出

るまではその活動がぼやけていたように

思います。私は昨年度、本学に3年次編入

しました。看護専門学校で学んでいるう

ちに、地域で暮らす方々に寄り添い、支

援できる保健師を目指すようになってい

ました。病院では、患者中心に看護を考

えて患者の背景として家族を捉えること

が多いのですが、地域看護では、家族を一

つの単位として看護します。その大切さ

が、実習では理解できたように思います

し、保健師の役割が明確になりました。

また、予防的視点で地域の健康問題を

捉えて、健康な方にはますます健康にな

っていただくために、私たちのグループ

ではある地域を対象に、生活習慣病予防

の健康教育を実施しました。地域の実情

を統計データで把握することから始まり、

地域住民 への インタ ビューで生 の声 をお

聞き した りも しま した 。住民 が知 りた い

情 報を タイム リー に提供 した いと思 って

いたの で、住民 のニー ズの見極 めは とて

も難 しか った です。 しか し、地 域の実 態

に応 じた資料 やパ ンフ レッ トを作成 し工

夫 した と ころ 、住民一人 ひ と りが こ自分

の問題と して捉えて くださいま した。何よ

り、住 民のみな さん が実習生 の私た ちを

快 く受 け入れ て くだ さった ことは とても

嬉 しか ったで す。そ して実習 メンバー 間

の連携 も良 く、とて も活気あ ふれた実 習

にな りま した 。それ と同時 に、住民 との

交流 を通 し、本 学の特徴 であ る〝 地域 に

開かれ 、且 つ、受 け入れ られた大学"だ と

いうことも実感できたよ うに思います。

地域 看護活動 のキー ワー ドは 「住民 と

共 に!」 です 。主役 である住民 と一緒 に

選択肢 を考え てい く姿 勢、相手 を尊重 す

る態度 が求め られま す。地域看 護だ けで

な く、看護全般 に言え る ことかも しれま

(後列 左から1番 目が本間さん)

せんが 、私た ちは〝 看 護"を 通 して人の

人 生の 一部 に関わ らせていた だ ける職種

を 目指 してお り、学 ばせて いただ く こと

も沢 山ある と思います 。今後 も、専 門職

と して看 護大学 で学ん だ ことを活 か して

いきた いです。

基礎看護学実習 を終えて2年

私たち2学年は今回の基礎看護学実習で

初めて実際に患者さんを受け持ち、援助

を行いました。患者さんを受け持つ前に、

病院というものがどのような組織で、ど

のような機能を果たしているのかという

ことを知り、病院の中では様々な職種の

人が一人の患者さんに対して関わってい

るということを学びました。実際に患者

さんを受け持って私が学んだことは、入

院しているという現在の状況だけを考え

ず、患者さんの過去も踏まえて考えてい

くことによって今後のケアの目標を立て

ることが可能になるということです。私

は患者さんの今ある状況ばかりに目を向

佐 々 木 郁

けてしまい、対象は患者である前に一人

の人間であるということを忘れていまし

た。そのことに気付き、視点を広げて患

者さんと接していくと援助計画を立てて

いくときに個別性というものが見えてき

ました。患者さん一人ひとりが抱えてい

る状況が違う中で個別性をもったケアは

重要であると実感しました。また、患者

さんについての情報を得るときのコミュ

ニケーションでは会話などの言葉を交わ

すということだけではなく、患者さんの

表情や仕草も重要な情報源になるという

ことを学びました。そして、家族の方々

からも沢山話を聞くことで患者さんの性

格や日常生活の様子を知ることができま

した。今回の実習では初めて経験するこ

とばかりで戸惑いもたくさんありました

が毎日が新しい学びの連続でした。この

実習で学んだ

ことをこれか

らの学習、来

年の領域別実

習に活かして

いきたいと思

います。

基礎看護学実習 を終 えて2年 明野 由多香

「も っと肩 の力 を抜きな さい。」 実習

の初 日の朝 、病棟 に様 子を見 に来 ていた

先生に言われた一言 で した。

病棟 は祖父 のお見 舞いで 何年前 かに来

た以 来で 、実際看護 師さん の仕事 を間近

で見 るの は初 めて で した。 患者さん が痛

み で苦 しむ様 子、 よ く分か らない機 械が

ピー ピー とな り響 く病室 …。私 は初 めて

だ らけの不 安い っぱいなな か、 うま く動

かな くて は!と 思 い込み、 とても 緊張 し

ていま した。

そ の不安 や緊張 は病院 に通 い始 め、受

け持 ち患者 さんを担 当する こと になる と

自然と消えていきま した 。

患者 さんや患者さんの家族と話 し、向き

合 う ことによ って、患者 さん について毎

日少 しず つ知る ことが 出来る ことが嬉 し

かったです。

しか し理解 してい く嬉 しさが増えていく

なかで 、患者さ んが今 まで出来 ていた こ

とが入 院によ って出来な くな った苦 しさ

を感 じていた と知 った 時、私 はこの方 に

きちん と した適切 なケ アが出来 るのだ ろ

うかと壁 にぶつか った時期が来ま した。

そんなときは肩の力を抜いて、初めての

実 習なの だ!今 自分が 出来る範 囲で精一

杯 取 り組 めばい いんだ!と 考え 、ケア に

あた ってみる ことにしま した。

思い返せば私のケアは適切なものであ っ

たの か、も っと うま く出来たの では ない

か …不安 は多少残 ります が、最 終 日患 者

さん が 「あ りが とう」と微 笑ん で くれ た こ

とが 本当 にうれ しくて 、実習 自体は気 持

ち良 く終えることが出来たと思います。

看護 につ いて考 える こと、学 ぶ ことの

多 い実習 で し

た。 今 回の経

験 を是非 今後

に生 か し、 こ

れ か ら頑 張 っ

て いきた い と

思います。



ふれあい実習 で学んだ こと1年 柳沢 み ず ほ

10月13日 か ら15日 にかけて、ふれあ

い実 習 に行 ってき ま した。 いつも 同 じ教

室 で授業 を受 けて いる友達 は、いろ いろ

な地 区に分 かれてい きま した 。その 中で

も、私 は牧区 に行き ま した。牧 区は 、看

護大か ら20分 ほ どで着き、そ こまで遠 く

は感 じませんで したが、 看護大の 周 りの

風 景 とは全 く違 い、あた りを見渡 す と木

々に囲 まれてお り、お店 や病 院も あ りま

せんで した。

牧区での3日 間で、特 に印象 に残 ってい

る ことは、農作業体験 と民泊です。1日 目

に大 根抜き を しま した 。普段 はほ とんど

農作 業を しな いので 、どの大 根を抜 けば

いい のか分か らず戸惑 いま したが、農 家

の方に大根選 びから抜 き方 まで丁寧 に 教

えて いただき 、抜 いた大 根 はおみや げに

いただ きま した 。その あと に、あず きの

収 穫を手 伝い ま した。私 は、あ ずきが 出

て きた ときは驚 きま した 。そ して、袋 い

っぱい になるまで夢 中で収 穫 しま した。

農作 業 は、大変 とい うイ メー ジが強か っ

た のです が、今 回の農作業 体験で 、時間

を忘 れて収穫 し、 とても楽 しい思 い出 に

な りま した。

2日 目の食体験 が終わ った後 に、民泊先

のお 宅にお邪 魔 しま した。民 泊先の方 々

は私達 に、 とても親切 に接 して くれ ま し

た。私 は一人暮 らしな ので、 こんな に大

人 数で家 庭料理 を食べ たのは久 しぶ りで

とても温 かい気持 ちにな り

ま した。民 泊先の お父さん

もお母さん も とて もよ く し

て くれて 、実家 に帰 った よ

うな気分 にな りま した。

夕飯 を こちそ うにな った

後 にお父さん に呼ばれ て行

って みる と、玄関を でてす

ぐの ところ にタヌキが いま

した 。間近で見 たの は初 め

てだ ったので とても感動 し

ま した。

他 にも この2泊3日 のふれあい実習の 中

で様々 な ことを経験 しま したが 、な にを

する において も、一番 に感 じた ことは牧

区に住 んでいる人たちの温かさでした。人

口が少ない中でも、みんなで協力 しなが ら

生 活 して いる 田舎 な らではの 温か さだ と

思 います 。今 回の実習 で学ん だ ことを忘

れ ずに、 これか らの大学 生活 に生 か して

いきたいと思います。

(左から2番 目が柳沢さん)

卒 業 研 究

卒業研究に取り組んで

卒 業研 究は、 自分が どんな ことを知 り

た いか、何 を追求 して いきた いかとい っ

た テーマ を見つ ける ことか ら始 ま りま し

た。私は、3年 時の母性看護学実習を通 し

て興 味を もった ことをテー マ に し、母性

ゼミで10名 の学生 、6名 の先生 方と共 に

研究を進 めていきま した。

4年 富 澤 あ さ み

卒業 研究 に取 り組ん でみて 、私は ゼミ

のメ ンバーの協 力があ ったか らこそ や り

遂げる ことが 出来た と感 じて います。初

めての研 究で、 常に これ でい いのか …と

い う迷 いがあ りま したが 、先生方 か ら指

導 を頂 いた り、学 生同士 で意見 を交わ し

た りと、何度 も ゼミで話 し合 って い く中

母性看護学 専門ゼミナールの様子

で一つ一 つの ことを解決 し、納得 して進

めてい くことが 出来 ま した。 また、 自分

ひと りの解 釈だ けでな く、他の 人の 意見

を取 り入れ る ことで、新 しい気 付き や違

う視 点か ら考えて い くことがで きた と思

って います 。それ と同時 に、他 の人の 意

見を取 り入れ るた めには 、自分 の考 えを

わか りやす く伝え るこ とがとて も重要 だ

とい うことも 学び ま した 。研究 を進め る

にあた って、 多 くの文 南犬やデー タに 目を

通 しま したが 、その情 報 を自分が ど う捉

え、何 を考え ているの か とい った こと を

相 手 に しっか りと伝え る ことがで きな け

れ ば、貴重 な意見 を活 かす ことは できな

い と実感 しま した。

今 回、研 究は一人 で できる もので はな

い と実感 し、 ご指導 くだ さ った 先生方 や

ゼ ミの学生 にとて も感謝 してい ます。 卒

業研究 での学 びを 、今後 臨床で働 いて い

く際にも活 か していきた いと思 います。



サ ー ク ル 紹 介

よ さ こ い よさこいサークル長2年 箱 田 亜 沙 美

私た ちは現在主 に1年 生、2年 生 、3年

生、4年 生計53人 で活動 して います。よ

さ こいサー クルは地 域密着 型のサ ークル

です。今 年は男女 共同参 画フ ェスタ ・上

越 まつ り ・観桜会 ・ミ ュージ ックフ ェス

テ ィバル な どさ まざまな イベ ン トに参加

しま した 。

呼んで いた

だいた とこ

ろには積極

的に踊りにいきます 。

また今年 は

初めて新潟

総踊 りにも

参加し、県

内外さ まざ

まな方 と踊

りを楽 しむ

ことが でき

ま した 。そ

して、た く

さんの 団体

の踊りを見て改めてよさこいの楽しさ感

じることができました。時には、上越地

区のよさこい団体の方から踊りを教わり
一緒に踊りを楽しむこともあります。私

たちは上越地区を中心に日々活動してい

ます。

また自分たちでデザインから布選び、

縫いつけなどすべて行い衣装作りをして

います。学年ことに衣装が違うのでそれ

ぞれの個性が現れています。イベントの

ときは目には赤いシャドウを、鼻には白

い線をいれ、メイクも本格的にしていま

す！！

このサークルは未経験者ばかりなので

先輩方から踊りを教えていただきながら

練習しています。個性を生かしながら踊

れるので難しいことはなく、誰でも楽し

みながら踊ることができます。1曲が3分
～5分 と少し八一 ドでありますが踊った後

の爽快感はたまりません。近頃運動不足

になりがちなあなた～！！！ぜひ初めてみま

せんか??

卒 業 生 は今

患者様の笑顔やありがとうの声に救われて2期 生 佐 藤 淑 美

私 は、新潟県 立中央病 院 に就 職 し、脳

神経外科 ・神経 内科 ・皮膚科 ・形成外 科

の混合病棟 に所属 しています。東4病 棟は

雰囲気 のよ い病 棟で先 輩 ・後 輩の仲 がよ

く、 とても働 きやす い環境で す。病棟 や

仕事 に慣れ 、与 え られた仕事 を行 うこと

で精一杯であった1年 目、少 しずつ余裕が

でき 自分 の理 想とな る看護が 見え出 し、

看護の楽 しさを感 じ始めた2年 目。そ して

3年 目にな り、現在私 はリーダーシ ップを

学ん でいます 。看護 はチーム で行 ってい

るた め、 自分 の立場 を踏まえ 、病棟 やチ

ーム 、スタ ッフの方 が今 どの よ うな状 況

であ り、 どう考えて お り、 いま 自分 はど

の ような行動 をすれ ばチー ムに貢献 でき

る かとい う視 点を持 ちなが ら行動す るよ

うに してい ます。 また リー ダー シップを

発揮 するた めには 自分 の意見 を持ち 、相

手に伝えることができる ことも大切です。

なか なか 自分 の意見 を周 りに伝え ること

は難 しいで すが、常 に勉強 を し、根拠 を

持 って自分 の意見が 言える よう に心 がけ

て います。素 敵な先 輩が多 く、 目標 とな

る先 輩も多 くいます ので、そ の先輩 に少

しでも近づけるようにがんばっています。

仕事 は大変 であ り、精神 的に疲れ る こ

ともあ りますが、 同期や先 輩と食事 に出

掛 けた り、年 に数 回大学の 頃の友人 と旅

行 やキ ャンプに行 った り し、気分転 換を

はか り、エネル ギーの補充 を しています。

また 、患 者様の笑顔 や 「あ りが とう」の声

に救われています。

学生の みな さんは 、中央 病院 に実習 に

来 る と思 いま す。初 めての こ とが多 く緊

張 し、戸 惑 うことも ある と思い ます。 実

習 は将来 看護 師と して働 く上での 基礎 と

な りま すので 、患者様 や御 家族様 は どう

な りた いと思 って いるの か、ま たどの よ

うにな っても らいた いか とい う視 点を大

切 に、 た くさ ん勉強 を し、た くさん学 ん

で吸収 して下 さい。 そ して、聞 きたい こ

とがあ れば遠慮 な く看護師 に声 をか けて

下 さい。

(最前列 左から3番 目が佐藤さん)



研 究 報 告

認知症高齢者の意思決定の構造と

意思決定支援ガイドモデルの作成に関する研究

現在、文部科学省の科学研究費補助金

(挑戦的萌芽研究)を受けて、標題の研究

に取り組み2年目となります。私は、今ま

での看護師 ・保健師としての実践から、

患者さんの生活の質を高めるうえで、医

療において治療やケアに患者さん自身の

意向を反映させること、患者さんの意思

決定を尊重することが大変重要だと考え

てきました。しかし、現実には様々な決

定時には、当事者である患者さんが不在

であるといった事実、患者さんの意思が

尊重された医療が十分に行われていない

とする報告も多くあります。特に認知症

に罹患した高齢者は、認知症ゆえに様々

な決定事項から本人の意思が排除され、

家族への意向の確認をもってよしとされ

基礎看護学領域 助教 水 澤 久 恵

ることも多く、本人の判断能力の如何に

関わらず近親者の意向が医療や福祉に強

く反映されています。海外における研究

結果では、軽度から中度のアルツ八イマ
ー病の40％ は治療の決定を行うのに十分

な認知能力を有し、患者自身が自己のケア

に関する決定に参加できるとしています。

そこで、看護や介護の現場においては、

若干でも判断能力があると推定された場

合には、残存する意思決定能力を見極め、

出来るだけ能力を生かせる方略を考え、

高齢者の権利を擁護していくことは、重

要な課題であるといえます。そこで、こ

のたびの科学研究費補助金を受けての研

究では、認知症患者さんがどのくらいの

能力を有するかといったことに関する看

護師 のアセ スメ ン トの視点 、そ して、意思

決定 を支え る看護 の実際 を明 らか に して

い くとい うことを 目的 に して お りま す。

近 い将来、2015年 には認知症 高齢 者

が280万 人 に達 する とも予測 されていま

す。今後 も人権 尊重の 理念 を貫 く新 しい

看護の 実践が可 能 となる よう研究 を継続

し、人 々が安 らか に、自分 ら しく生 き生 き

と暮 ら してい ける ことを 目指 して 、その

人 の生命 力 と可 能性 を最大 限引き 出 し支

える ことに、教 育 ・研 究者 と して何 か し

らの貢献ができれば と考えてお ります。

本学の新しい運営体制
学 長 と新 三役 か らのメッセージ

新潟県立看護大学学長 渡 邉 隆

学長室で11/10(火)に 広報委員がお話

を伺 いま した 。イ ンタ ビュー は「4月に着

任以来大学組織改革を進めるにあた り、教

職員の皆様 の こ協力 に感 謝いたします。」

とい う渡邉学長の言葉か ら始ま りま した。

「新三役 と共に、大学運営の基本と して、

自主性 ・公開性 のある成 熟 した 議論の で

きる大 学を 目指 し運営 いた します。」 と

大 学運 営への意気 込み が伝わ ってき ま し

た。医療 現場 が目覚ま しく変化 してい る

中で、 「大学は、現場のニーズを知 り、そ

れ を大学 の教育 と研究 に反 映さ せてい く

ことを 目指 して います。学 部 ともに大学

院 も、臨 床の場面 に適応 できる学 部生 ・

院生の育成 を していきます。」と語 られて

いま した。また、法人化、大学院の改革、

さ らに看護 研究交 流セ ンターを中心 に、

大学 の使命 である社 会貢献 に力を入 れて

いき たい と大 学の将 来像 を語 って いただ

きま した。

新潟県立看護大学副学長 中 野 正 春

中野 先生 の研究室で11/10(火)に お話

を伺 いま した。 「私 の任務は、図書館長 を

兼務 し、学 長の補 佐役 と して大学 の運営

を進 めて参 ります 。」 と語 られて いま し

た。 「学生 は物事 の本質を知るために、ぜ

ひ本 を読ん でほ しい。また 、サー クル活

動 を活発 に行 い、学 生生活 を楽 しん でほ

しいと思い ます。」 と学生 に向けて メ ッ

セー ジがあ りま した 。中野先 生は、大 学

時代 サ ッカー 部で、 暗 くな るまで グラン

ドでボール を蹴 っていたそ うです。

新潟県立看護大学看護学部長 小 林 恵 子

学生の皆さんが充実した学習ができる

ような環境を整えていくことが、看護学

部長としての大きな役割であると認識し

て お ります。看護 に は人 々の 健康 を守る

とい う使命 があ ります が、そ こ には 日常

の暮 らしがあ り、また 、その暮 ら しは健

康 と大き くかかわ って います 。学生 の皆

さん に期待 する ことは 、看護 を提供 する

にあた っての専門 的な知識 ・技 術は もち

ろん ですが 、看護 の対象 となる 多様な 人

々の価 値観 や暮 ら しが理解 でき るよ う、

本を読 み、人 々 とふれあ い、 コミ ュニ ケ

ーシ ョン能力 や柔軟 な思考 を磨 いて ほ し

いと願っています。

私 自身も実 践現場 に出か け、人 々か ら

学び、教 育、研 究 に反 映さ せる努 力を し

ています。

新潟県立看護大学看護研究交流センター長

粟 生 田 友 子

看護研究交流センターは、開学以来、

活動の基盤固めを行ってきました。今後、

地域貢献を進めていくための方針をさら

に明確にして、実際の成果を出していく

時期に来ています。そのために(1)卒業生

を含む看護職を対象としたリカレント教

育(2)地域住民を対象とした保健医療福祉

分野の学びの場の提供(3)特別講演等によ

るアカデミックな情報提供と研修(4)地域

課題研究を4つの柱にして、活動を推進し

ていきたいと考えています。



日に日に寒さが増し、いよいよ本格的な寒気が到来いたしました。

12月 号は看護学実習やふれあい実習等で活き活きと学んでいる学生の

様子や、桜蓮祭を仲間と共に盛り上げていこうとする学生の姿をお知ら

せしました。また、学長や新三役の大学運営についての抱負や学生への

メッセージをお伝えすることができました。広報委員会のメンバーも新

しくなり、引き続き充実した内容の 「ポルティコの広場」をお届けした

いと考えています。

広報委員：杉田 収、 藤川あや、 角山裕美子

新潟県立看護大学
NiigataCollegeofNursing

〒943-0147新 潟 県 上 越 市 新 南 町240番 地

TelO25-526-2811FaxO25-526-2815
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